
令和８年度

予算特別委員会資料

教育委員会事務局

こども未来部学校教育課



令和８年度予算概要 

 

１ 教育指導事業 

（１） 教育指導事業（23,332千円） 

・児童生徒の考える力、活用する力を高めるため、教科指導に優れた講師を校内研修会に招き、教職員の指導力向上を図ります。 
・児童生徒の学習上のつまずきや個別の支援が必要な児童生徒にきめ細かく対応するため、学習支援員を配置します。 

・児童生徒の学習習慣の定着と基礎学力の向上を図るため、放課後指導員を配置します。 
・小学３年生～中学２年生を対象に学力調査と意識調査を実施し、学習上のつまずきを把握、分析した結果を授業改善に生かします。 
・学校で起こる様々な問題について、法的な観点から助言を求め問題解決を図るため、スクールロイヤーを配置します。 
・小学３年生～中学生の漢字検定、算数検定の検定料及び中学生の英語検定の検定料を助成することで、自分の好きな分野や得意な分野で検定に

挑戦し、目標を持って自主的に学習に取り組む意欲向上に努めます。 

・すべての児童生徒の体力テストのデータ分析を行い、義務教育9年間を通じた中長期的な体力向上の取組を行います。 

・必要時に回線に接続することで、通訳支援が行える「見える通訳スクールパック」により、多文化共生サポーター等が不在の際にも即座に支援

ができる体制を継続します。 

 (２) 学校保健体育推進事業（1,338千円） 

・市立学校の保健活動を促進し、全市的な健康教育に寄与するため、学校保健会を定期的に開催します。 

 (３) 多文化共生推進事業（9,393千円） 

・日本語指導が必要な外国人児童生徒に対し、生活適応や学習支援、心の安定を図り、学校生活への早期適応を促進するため、多文化共生サポー

ターや多言語相談員、こども日本語支援員を学校に派遣します。 

 (４) 語学（英語）指導員派遣事業（20,992千円） 

・児童生徒の英語によるコミュニケーション能力を向上させるため、学校にALTを配置し、学校の英語教育の充実を図ります。 

 (５) 中学校部活動運営事業（14,768千円） 

・中学校の部活動において、大会引率・監督ができる部活動指導員を配置し、部活動の充実及び顧問の負担軽減を図るとともに、部活動の地域移

行に向けた準備を進めます。 

 (６) スクール・サポート・スタッフ配置事業（13,578千円） 

・教員が本来の業務に集中し、児童生徒と向き合う時間を確保するため、教員の事務的業務を支援するスクールサポートスタッフを配置します。 
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 (７) プロから学ぶ「かとう夢授業」（1,623千円） 

・小学校の理科や図画工作の授業にスペシャリスト講師を派遣し、児童生徒の学びに向かう力を育みます。 

・中学校では、部活動で県内のプロ吹奏楽団の指導を受ける機会をつくり、プロの技能や高度な専門性に触れることで、生徒の夢に向かう力を育

みます。 

 (８) ICT教育推進事業（18,688千円） 

・児童生徒の情報活用能力の育成や教員のICT活用指導力の向上を図るため、教員研修を実施するとともに、小中学校にICT支援員を週1回程度

派遣し、効果的なICT活用の提案やICTを活用する授業の支援を行います。 

 (９) 地域クラブ活動推進事業（24,441千円） 

・市教育委員会が認定した地域クラブの休日の活動に対して補助金 （指導者謝金、保険料、旅費等）を交付することで、持続的に活動できる仕組

みづくりの構築を支援します。 

・地域クラブ活動に参加する生徒が、安心で質の高い指導を受けることを目的として、認定地域クラブ活動に携わる指導者に対し、公認指導者資

格を取得するための費用を補助します。 

・経済的理由により、地域クラブ活動の参加費及び保険料の負担が困難と認められる世帯の生徒の保護者に対し、地域クラブ活動の参加に必要な

費用及び保険料を補助します。 

２ 不登校対策事業（2,902千円） 

  ・不登校児童生徒の支援の充実を図るため、不登校児童生徒支援員を全校に配置し、市内３か所の教育支援センター及び校内サポートルームと連携

することで、子ども一人ひとりに寄り添った支援を拡充します。 

・不登校支援研究推進校を指定し、大学やスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーと連携し、支援体制づくりを推進します。 

・民間の不登校児童生徒支援施設を利用している児童生徒の保護者に対し、施設の授業料等の一部を補助します。 

３ 小学校体験活動事業（8,468千円） 

  ・小学３年生を対象に自然観察や栽培・飼育などの体験型環境学習を実施します。 

・小学５年生を対象に4泊5日の自然学校を行い、家庭や学校を離れた長期宿泊体験により、社会的な自立の基礎を培うとともに自然への畏敬の念

や命の尊さを学ばせ、体験教育を推進します。 

４ 人権教育事業（1,048千円） 

  ・人権教育講演会事業では、小学５・６年生と中学生を対象に人権教育講演会を開催し、生命の大切さや人権尊重の心、自立心等を育みます。 
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  ・人権教育スキルアップ事業では、歴史研究の深まりによって、教職員が新たな視点で同和教育や人権教育を学習し直す必要があるため、新たな知

識や視点を得るための研修を実施することで、人権教育の指導の充実を図ります。 

５ 青少年センター運営事業（2,114千円） 

  ・街頭補導及び相談活動、補導委員の研修、広報活動、関係機関・団体との連絡調整等により、児童生徒の安全と青少年の非行防止、健全育成及び

環境浄化を図ります。 
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款 項 目 節

22 17 02 3,037 1,933 1,104 スクール・サポート・スタッフ配置事業補助金
（補助率 1/3　補助上限234,360円／校）

937

不登校児童生徒支援員配置事業補助金
（補助率　1/2　補助上限525千円／校）

2,100

29,478 16,259 13,219 わくわくオーケストラ教室事業バス利用補助金
（補助率　1/3）

526

トライやるウィーク推進事業交付金
（＠150千円×9クラス）

1,350

スクールソーシャルワーカー配置事業補助金
（補助率　1/3）

942

スクール・サポート・スタッフ配置事業補助金
（補助率 1/3）

703

中学校部活動指導員配置事業補助金
（補助率　2/3）

9,244

不登校児童生徒支援員配置事業補助金
（補助率　1/2　補助上限525千円／校）

1,575

部活動の地域展開・地域クラブ活動推進事業補助
金（補助率　2/3）

14,770

部活動の地域展開・地域クラブ活動推進事業補助
金(生活困窮)（補助率　1/2）

368

小学校体験活動事業
費県補助金

2,735 2,697 38 小学校体験活動事業費県交付金 2,735

不登校児童生徒支援
施設利用支援事業補
助金

600 0 600 不登校児童生徒支援施設利用支援事業補助金
（補助率　1/2）

600

23 17 03 総務費県委託金 統計調査費委託金 33 33 0 教育統計調査市町交付金 33

教育費県委託金 教育総務費委託金 2,090 6,959 △ 4,869 ひょうごがんばり学びタイム委託金 2,090

22 06 雑入 雑入 1,145 1,122 23 諸収入 45

日本スポーツ振興センター保護者等負担金 1,100

（様式１）

歳　入　予　算　説　明　書
（一般会計） （こども未来部学校教育課）（単位：千円）

予 算
説 明 書
ペ ー ジ

科　　　　　　　　　目 本 年 度
予 算 額

26～
27

予 算 見 積 概 要

教育費県補助金 小学校費補助金

中学校費補助金

前 年 度
予 算 額

比 較
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款 項 目 事 業
02 05 基幹統計費 教育統計調査 33 33 0 県支出金 33 職員手当 18

事務費 15

50 03 01 社会福祉総務費 青少年問題協議会
運営事業

56 56 0 一般財源 56 委員報酬 56

10 01 教育指導費 教育指導事業 128,253 119,262 8,991 県支出金 28,112 教育指導事業 23,332

そ の 他 1 　報酬 2,757

一般財源 100,140 　報償費（謝礼） 8,138

　検定手数料 4,897

　検査料 3,187

　電算システム使用料 812

　その他事務費等 3,541

学校保健体育推進事業 1,338

　学校保健会報償費等 599

　その他事務費等 739

多文化共生推進事業 9,393

　指導員謝礼 9,324

　その他事務費等 69

語学（英語）指導員派遣事業 20,992

　指導員等謝礼 108

　英語教育指導員派遣委託料 20,653

　その他事務費等 231

小学校外国語教育推進事業 100

　講師等謝礼 100

中学校部活動運営事業 14,768

本 年 度 予 算
財 源 内 訳

予 算 見 積 概 要

99～
100

予 算
説 明 書
ペ ー ジ

科　　　　　　　　　目 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

（様式２）

歳　出　予　算　説　明　書
（一般会計） （こども未来部学校教育課）（単位：千円）

47
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款 項 目 事 業

本 年 度 予 算
財 源 内 訳

予 算 見 積 概 要
予 算
説 明 書
ペ ー ジ

科　　　　　　　　　目 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

（様式２）

歳　出　予　算　説　明　書
（一般会計） （こども未来部学校教育課）（単位：千円）

10 01 教育指導費 教育指導事業 　会計年度任用職員報酬 13,868

　旅費(費用弁償) 900

13,578

　会計年度任用職員報酬 9,568

　職員手当等 3,340

　旅費(費用弁償) 670

プロから学ぶ「かとう夢授
業」

1,623

　講師等謝礼 1,055

　講師派遣委託料 195

　その他事務費等 373

ICT教育推進事業 18,688

　講師等謝礼 50

　ICT支援員派遣委託料 16,074

　採点システム使用料他 2,564

地域クラブ活動推進事業 24,441

　会計年度任用職員報酬等 2,586

　地域クラブ補助金 11,705

　指導者資格取得補助金 725

　生活困窮生徒への支援 736

　その他体制整備費用 8,689

校長会事務事業 1,830 2,624 △ 794 一般財源 1,830 講師等謝礼他 329

校長会負担金等 1,216

スクール・サポート・スタッ
フ配置事業

100

99～
100
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款 項 目 事 業

（様式２）

歳　出　予　算　説　明　書
（一般会計） （こども未来部学校教育課）（単位：千円）

本 年 度 予 算
財 源 内 訳

予 算 見 積 概 要
予 算
説 明 書
ペ ー ジ

科　　　　　　　　　目 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較

100 10 01 教育指導費 校長会事務事業 その他事務費等 285

不登校対策事業費 不登校対策事業 2,902 1,439 1,463 県支出金 600 講師等謝礼他 915

一般財源 2,302 不登校支援施設利用補助金 1,200

その他不登校対策事業 787

学校管理費 小学校管理事務事
業

1,733 1,738 △ 5 そ の 他 762 日本スポーツ振興センター共
済掛金

1,727

一般財源 971 兵庫県学校保健会分担金 6

教育振興費 8,468 7,672 796 県支出金 2,735 自然学校（５年生） 8,128

一般財源 5,733 環境体験事業（３年生） 340

03 学校管理費 870 848 22 そ の 他 382 日本スポーツ振興センター共
済掛金

866

一般財源 488 兵庫県学校保健会分担金 4

人権教育費 人権教育事業 1,048 1,057 △ 9 一般財源 1,048 小学校人権教育講演会事業 983

人権教育スキルアップ事業 65

110 青少年センター費 2,114 2,372 △ 258 一般財源 2,114 委員報酬 1,138

施設修繕 501

負担金等 92

その他事務費等 383

青少年センター運
営事業

102
～
103

105
～
106

109

104
～
105

小学校体験活動事
業

中学校管理事務事
業

02

05

101
～
102

-7-


